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代表取締役社長

堀田直人
第109期第２四半期の業績について

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震
災後の復興関連需要を背景に一部ではゆるやかな回復基調がみ
られるものの、世界経済の減速懸念と長期化する円高の影響、電
力問題の不安など、依然として景気の先行きは不透明で厳しい状
況が続いております。
　このような経済情勢のなか、当社グループでは中長期経営計画

【NB100】の2年目として、業績回復を目指し、勝てる「事業フィー
ルド戦略」の着実な実践のために戦略の再構築を進め、経営資源
の選択と集中を明確に実行する取組みを行いました。その結果、
全体の売上高は188億5千5百万円と、前年同期に比べ0.3％の

業績向上に向けて
「成長の追求」と
「基盤となる事業の
効率化・安定化」を推進

　株主の皆様にはますますご清栄のこととお慶び
申し上げます。平素は格別のご支援を賜り厚く御
礼申し上げます。
　ここに平成24年4月1日から平成24年9月30日
にいたる第109期（平成25年3月期）第２四半期
報告書（ニチバンLife）をお届けするにあたり､謹
んでご挨拶申し上げます｡

株主の皆様へ
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減収、損益面においては、経常利益は前年同期比8.2％減の7
億1千8百万円、四半期純利益は同6.4％減の4億8百万円となり
ました。
　メディカル事業本部におきましては、発売15周年を迎えた救急
絆創膏「ケアリーヴ® 」シリーズ、鎮痛消炎剤「ロイヒ」シリーズを
中心に、ドラッグストア店頭でお客様に対して製品の持つ高い付
加価値の告知や販売促進の取組みを積極的に行いました結果、ヘ
ルスケアフィールドの売上は順調に推移いたしました。また、医療
機関での感染予防や安全性への意識の高まりを受けて、低刺激製
品・感染予防対策製品の普及を継続して行いました結果、採用も
拡がり、医療材フィールドも好調に推移いたしました。
　テープ事業本部におきましては、文具事務用品市場での主力ユ
ーザーである官公庁・事業所需要の低迷が大きく影響し、オフィス
ホームフィールドの売上は非常に厳しい状況となりました。また、
産業用テープ市場では、食品関連分野とマスキングテープにおい
て高機能製品の拡大に向けた取組みに注力してまいりましたが、
経済活動の停滞の影響を受け、工業品フィールドの売上も伸び悩
みました。
　輸出におきましては、ターゲットとするアジア各国へのメディカ
ル製品展開の準備も順調に進み、徐々にではありますが新規市場
での実績も上がってきております。しかしながら、長期化する円高
に加え、欧州・アジアの不安定な経済活動が影響し、売上は前年
同期実績を下回る結果となりました。

第109期下半期の取組みについて

　平成24年10月からの下半期につきましては、海外経済の低迷と
長期化する円高の影響、それに伴う国内製造業の国際競争力の低
下、さらにはデフレ進行継続など、当社を取巻く環境は依然として不
透明で厳しい状況が予想されます。
　このような経営環境のなか、当社グループは中長 期経営計画

【NB100】の2年目として、当初目標との乖離に危機感を持ち、継続
して「増収・増益基調」への回復を目指します。また、「高い成長を
見込む分野への経営資源の集中」と「基盤となる事業の効率化・安
定化」による売上拡大と経営環境に左右されない収益構造の強化
による利益確保を目指して取組んでまいります。
　環境への貢献活動として今年も【第3回ニチバン巻心ECOプロジ
ェクト】を11月より実施いたしております。使い終わった粘着テープ
の巻心を回収し、段ボールへのリサイクルを行い、その回収資源利
益をマングローブ植樹に活用するというプロジェクトです。このプロ
ジェクトも今回で3回目となりますが、一般消費者の皆様、全国の小
学校、官公庁などの団体様、大手ユーザー様まで前回以上に幅広く
多くの参加をいただけるよう全社を挙げて展開してまいります。
　株主の皆様におかれましては、当社グループの業績向上にご期待
いただき、引き続きご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

TO OUR SHAREHOLDERS
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ドラッグストアを中心とした大衆薬市場を対象とするヘルスケアフィールドにお
きましては、ご好評をいただいている救急絆創膏「ケアリーヴ®」シリーズ、鎮痛消
炎剤「ロイヒ」シリーズを中心に、ドラッグストア店頭でお客様に対して、製品の
持つ高い付加価値の告知や販売促進の取組みを積極的に行いました結果、救急
絆創膏「ケアリーヴ®」シリーズを中心に売上は順調に推移いたしました。その中
でもハイドロコロイド素材のモイストパッド®が湿潤環境を作ることにより肌の持
つ治す力を高め、キズを早くきれいに治す「ケアリーヴ®治す力TM」がご好評をい
ただいております。

医療機関向け医療材料市場を対象とする医療材フィールドにおきましては、医療
機関が感染予防や安全性への取組みを継続していることから、医療の安全に貢
献する低刺激製品・感染予防対策製品に注力した取組みを行いました。その中で
も採血や透析後の止血に特化した「インジェクションパッドマイルド」が好調に推
移いたしました。

メディカル事業本部

ヘルスケアフィールド

医療材フィールド
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TOPIC S

ロイヒ温シップ® 
フェルビナク

Fリーグとのオフィシャルパートナー契約締結

ホワイトテープ ベージュ 
広幅タイプ

非ステロイド系の鎮痛消炎成分フェルビナク
を1枚当たり70㎎配合し、トウガラシエキスを
加えた温感シップ剤です。フェルビナクは痛
みの関連物質（プロスタグランジン）の生成
を抑え、筋肉痛・ねんざ・肩・腰・関節の痛み
に効果を発揮。
トウガラシエキ
スは心地よい
温感刺激で患
部の血行を良
くします。

当社は、フットサルの全国リーグ「Fリーグ」と、2012年・2013年
のオフィシャルパートナー契約を締結しました。テーピングテープ

「バトルウィン®」製品の供給等を通じて、選手の競技力向上をサ
ポートし、Fリーグの発展を支援していきます。

Fリーグ公式サイト　http://www.fleague.jp

ガーゼや包帯止め
用の不織布サージ
カルテープ「ホワイ
トテープ ベージュ」
に、25㎜の広幅タイ
プが 新登 場。透湿
性に優れ、しなやか
な紙タイプの不織布
に、低刺激性のアクリル系粘着剤を塗布し
た医療補助用テープです。従来（12㎜）の
約2倍広いテープ幅で、ガーゼや包帯をしっ
かりと固定します。

セグメント情報
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文具事務用品業界を対象とするオフィスホームフィールドにおきましては、主力ユ
ーザーである官公庁・事業所需要の低迷が継続する非常に厳しい状況で推移いた
しました。その中で新製品の「セロテープ®直線美®mini」は、テープの切り口が直
線になる機能と高いデザイン性が注目され、大変ご好評をいただき、マスコミに数
多く取り上げられました。

産業用テープ業界を対象とする工業品フィールドにおきましては、食品関連分野と
マスキングテープにおいて、高機能製品の拡大に向けた取組みに注力してまいりま
した。食品関連分野では、中食市場に向けた取組みを継続した結果、フードパックの
ふた止め用テープ「セロテープ®イージーオープン」が堅調に推移いたしました。新製
品の「マスキングテープ No.222」がご好評をいただき市場を拡大いたしましたが、
フィールド全体としては経済活動の停滞の影響を受け、非常に厳しい状況で推移い
たしました。また、輸出につきましてはアジアを中心とする需要がありましたが、円
高ならびに欧州、アジアの不安定な経済活動が影響し、売上が前年同期実績を下回
る結果となりました。

テープ事業本部

オフィスホームフィールド

工業品フィールド
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セロテープ® 直線美®mini
凸凹の少ない新設計の刃でテープをまっすぐ美しく切ることがで
き、スタイリッシュなデザインが好評の『直線美®』シリーズ。その
第4弾として、持ち運びに便利な小巻サイズのテープに対応した
ハンドカッターが登場しました。カラーは、白・黒・赤の3色をライン
アップ。縦置きもできる独自のデザインです。

ニチバンプリントでは各種粘着テープ、粘
着ラベル等の製造をはじめ、当社の粘着
技術を活かした多様な粘着製品の加工を
行っています。また、クラフトテープ等の
各種粘着テープに使用されている紙製の
巻心を製造しています。

本社、工場及び物流部門を埼玉県日高市に移転・集約しました
生産及び物流効率化を図るため、埼玉県比企郡にあった本社
及び小川工場、さいたま市の物流部門を、当社埼玉工場の敷
地内に新工場を建設、平成24年５月に移転・集約が完了しま
した。隣接する埼玉工場との連携を強化し、お客様に満足い
ただける製品づくりをすすめていきます。

ポイントメモⓇシリーズ

マイタックⓇ

ラベルシリーズ

シーパⓇ

新工場外観

こんな製品を

作っていますグループ会社のご紹介

粘着テープ、ラベル類の加工・製造を行う

ニチバンプリント株式会社

34.6％
売上高比率

65.4％
売上高比率

SEGMENT INFORMATION
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当社は、2012年７月６日付
で東京労働局長より、次世
代育成支援事業主として認
定を受け、次世代認定マーク

「くるみん」を取得しました。
社員が仕事と家庭生活を両
立し、その能力を十分に発
揮できるよう雇用環境の整
備を行い、社員と会社双方
の成長につながるよう支援
していきます。

【「くるみん」とは】
次世代育成支援対策法に基づ
き、企業が子育て支援の取組み
等について「一般事業主行動計
画」を策定し、定めた目標を達成
するなど一定基準を満たす場合
に、厚生労働大臣（都道府県労
働局長に委任）から認定を受け、
取得することができるマークの
愛称です。

次世代認定マーク
「くるみん」を取得

ニチバン巻心ECOプロジェクト

2012年11月1日より、使用済み粘着テープの巻心を回収して資源として再利用する活動「第3回ニチバン巻心ECOプロ
ジェクト」を実施しております。メーカーを問わず各種使用済み粘着テープの巻心を回収してダンボールへのリサイクル
を行い、その際に生じる回収資源利益及びニチバンからの支援金を、環境NGOに寄付してマングローブの植樹活動に
役立てます。

第3回

テープの巻
ま き し ん

心を集めて緑の地球を守ろう！

「バイオマスマーク」(※)の認
定商品『セロテープ®』をはじ
めとする各種粘着テープを提
供しているニチバンは、環境配
慮製品の一層の普及と、消費
者参加による環境保護活動の
支援を推進してまいります。
※再生可能な生物由来の有機資源（動植物など）
であるバイオマスを利用して生産された製品に
対して付されるマークです。（社団法人　日本有
機資源協会認定）

詳細は特設WEBサイトをご覧ください。
http://www.nichiban.co.jp/project/makisin-eco

巻心受付期間　2012年11月1日  木  ～2013年1月31日  木

CORPORATE SOCIAL RESPONSIBILITYCSR活動
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当第2四半期
平成24年9月30日現在

前期
平成24年3月31日現在

［資産の部］
流動資産 28,504 29,331

現金及び預金 9,799 10,055
受取手形及び売掛金 11,920 12,452
たな卸資産 5,535 5,534
その他 1,249 1,289

固定資産 16,344 16,129
有形固定資産 11,807 11,555
無形固定資産 75 81
投資その他の資産 4,460 4,492

資産合計 44,848 45,461
［負債の部］
流動負債 11,785 14,372

支払手形及び買掛金 7,390 7,640
一年内返済予定の長期借入金 — 2,000
その他 4,395 4,732

固定負債 8,957 7,138
長期借入金 2,000 —
退職給付引当金 3,393 3,552
その他 3,563 3,586

純資産 24,105 23,950
株主資本 24,254 24,095
その他の包括利益累計額 △149 △145

負債純資産合計 44,848 45,461

当第2四半期
平成24年4月1日～
平成24年9月30日

前第2四半期
平成23年4月1日～
平成23年9月30日

売上高 18,855 18,912�

売上原価 13,553 13,588 

売上総利益 5,302 5,323 

販売費及び一般管理費 4,551 4,519 

営業利益 751 803�

営業外収益 44 74 

営業外費用 78 95 

経常利益 718 782

特別利益 0 2 

特別損失 42 16 

税金等調整前四半期純利益 675 768�

法人税等 266 332�

少数株主損益調整前四半期純利益 408 436�

四半期純利益 408 436�

当第2四半期
平成24年4月1日～
平成24年9月30日

前第2四半期
平成23年4月1日～
平成23年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,481 1,431
投資活動によるキャッシュ・フロー △1,357 △1,331
財務活動によるキャッシュ・フロー △342 △332
現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △5
現金及び現金同等物の期首残高 10,245 10,495
現金及び現金同等物の四半期末残高 10,026 10,258

連結貸借対照表 （単位：百万円） 連結損益計算書 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

財務に関する詳しい情報は、当社ホームページ http://www.nichiban.co.jp/ir/index.html をご覧ください。

POINT①　連結貸借対照表
前期まであった一年内返済予定の長期借入金20億円は返
済し、新たに20億円の長期借入を行っております。

POINT②　連結損益計算書
当第2四半期においても個人消費の停滞や需要の低迷等に
より、売上高は微減収、利益は減益となりました。

POINT③ 　連結キャッシュ・フロー計算書
前年同期に比べて投資活動による支出が増加した結果、現
金及び現金同等物の四半期末残高は減少しましたが、当四
半期末においても十分な手元資金を確保しております。

経常利益 四半期（当期）純利益売上高
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株主優待制度について

［目的］
株主の皆様のご支援に感謝するとともに、当社製品に対
する一層のご理解とご愛顧をいただき当社株式への投
資魅力を高め、中長期的に当社株式を保有していただけ
る株主様の増加促進を図ることを目的としております。

［内容］
①�対象となる株主様／毎年９月末の当社株主名簿に記

載された株主様のうち、1単元（1,000株）以上を保有
する株主様を対象といたします。

②�贈呈内容／年1回、対象株主様お１人につき3,000円
相当の当社新製品を中心とした「製品詰め合わせ」を
贈呈させていただきます。

③贈呈時期／毎年11月中旬頃を予定しております。

株主メモ
事業年度 毎年4月1日～翌年3月31日
剰余金の
配当基準日

3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）
なお、今回の中間配当につきましては、当期の
結果を踏まえ見送ることといたしました。

定時株主総会 毎年6月下旬
単元株式数 1,000株
株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社
公告方法 電子公告

（http://www.nichiban.co.jp）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告に
よる公告をすることができない場合には、日本
経済新聞に掲載して行います。

贈呈内容の例

〒112-8663
東京都文京区関口二丁目3番3号
電話：（03）5978-5601
FAX：（03）5978-5620

ニチバンに関する情報は
ホームページで

ご覧いただけます。
http://www.nichiban.co.jp/

当社は、ISO9001　ISO14001の
登録をしています

当社は、環境配慮製品の研究開発、周辺地域
への環境保全、省エネ・省資源、廃棄物の適正
処理、グリーン購入の推進に取組んでいます

ISO 9001
JSAQ 117

ISO 14001
JSAE 210

証券会社等に
口座をお持ちの場合 特別口座の場合

お問合せ先

お取引の証券会社
になります。

みずほ信託銀行株式会社
証券代行部
フリーダイヤル 0120-288-324

お取扱店

みずほ信託銀行株式会社
　本店および全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社
　本店および全国各支店

未払配当金のみ、株式会社みずほ銀行 全国本支店でもお取扱いいたします。

ご注意

未払配当金の支払、
支払明細発行につい
ては、右の「特別口座
の場合」のお問合せ先
までご連絡ください。

単元未満株式の買取以外の株式
売買はできません。
電子化前に名義書換を失念して
お手元に他人名義の株券がある
場合は至急ご連絡下さい。

会社概要
創立 大正7年1月
本社所在地 〒112-8663 東京都文京区関口二丁目3番3号
資本金 54.51億円
従業員数 734名

役員
代表取締役社長 堀 田 直 人 常勤監査役 歌 橋 正 明
代表取締役専務取締役 須 藤 孝 志 常勤監査役 芹 澤 和 弘
取締役 関 谷 信 行 監査役 佐 野 正 人
取締役執行役員 鈴 木 達 也 監査役 清 水 俊 行
取締役執行役員 酒 井 寛 規
取締役執行役員 山 田 隆 文
取締役執行役員 小 久 保 武 政
取締役執行役員 伊 藤　 暁
取締役執行役員 原　 秀 昭

（注）監査役のうち佐野正人、清水俊行の両氏は、社外監査役であります。

株式の状況
会社が発行する株式の総数 ......................... 140,000,000株
発行済株式の総数 ....................................... 41,476,012株
株主数 .......................................................... 5,649名

大株主の状況
株主名 持株数 持株比率

大鵬薬品工業株式会社 13,516千株 32.61％
ニチバン取引先持株会 2,367 5.71
株式会社三菱東京UFJ銀行 2,069 4.99
株式会社みずほ銀行 2,069 4.99
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,509 3.64
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 1,091 2.63
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 845 2.04
シービーエヌワイ デイエフエイ インターナショナル
スモール キャップ バリュー ポートフォリオ 616 1.49
株式会社りそな銀行 577 1.39
第一生命保険株式会社 555 1.34

（注）持株比率は自己株式（23,882株）を控除して計算しております。

（平成24年9月30日現在）

みずほインベスターズ証券は、2013（平成25）年1月4日以降はみずほ証券となります。
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